
 

 

平成 31 年度 東京都内湾水生生物調査 6 月稚魚調査 速報 
 

●実施状況 

令和元年 6月 17日に稚魚調査を実施した。天気は晴れで、気温は 26.8～28.5℃であった。調査

地点の風向・風速は北寄りの風 5m 前後と、風がやや強めであった。調査当日は大潮で、干潮が

10 時 56 分、満潮が 17 時 49 分であった（気象庁のデータ）。 

5 月 17 日に実施した稚魚調査と出現種は類似していたが、採取された個体の全長は、5 月の調

査結果に比べ大きくなっていた。 

 

2019/6/17 城南大橋 お台場海浜公園 葛西人工渚 

作業時刻   10：22-11：18 8：57-9：52 12：25-13：55 

水温(℃) 22.0 21.0 22.6 

塩分（-） 21.9 15.9 8.4 

透視度（cm） 72.0 27.5 25.5 

ＤＯ(mg/L) 7.0 8.9 7.1 

ＤＯ飽和度(%) 91.1 109.5 85.8 

波浪(m) 0.1 0.1 0.1 

ｐＨ（-） 7.8 7.8 7.7 

水の臭気 無臭 無臭 無臭 

備考 

 

 

 

 

干潮の前後に調査を実施し

た。干潟の潮溜まりでは、交

尾中のマメコブシガニが確認

された。 

下げ潮時に調査を行った。渚

には 10 名程度の観光客がお

り、砂浜を散策していた。 

上げ潮時に調査を行った。東

なぎさ北側の水路は、江戸

川、荒川の河川水の影響か、

表層～底層までほぼ淡水であ

った(塩分濃度：0.8%)。 
 
●主な出現種等 （速報のため、種名等は未確定） 

主な出現種等 城南大橋 お台場海浜公園 葛西人工渚 

魚種 

（多い順注） 

マハゼ（c） ボラ（c） エドハゼ（G） 

ヒメハゼ（c） ビリンゴ（c） コノシロ（c） 

ボラ(r)  マハゼ（+） ボラ（c） 

トウゴロウイワシ（r） ヒメハゼ（+） マハゼ（r） 

スズキ（r） トラフグ（+） トラフグ（r） 

魚類以外 
エビジャコ属（c） 

アラムシロガイ（+） 

エビジャコ属（c） 

 

ニホンイサザアミ（G） 

シラタエビ(r) 

備考 

他にアカエイ、トラフグ等が採

取された。 

他にアサリとホンビノスガイの

死殻が採取された。 

汀線では、カワウやウミネコが

休んでいた。 

 

注）表中の（ ）内の記号は大まかな個体数を表す。 

G:1000個体以上、m:100～1000個体未満、c:20～100個体未満、+:5～20個体未満、r:5個体未満 



 

 

城南大橋 採取試料 

 

  

    

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

※上記に加え、アカエイが採取された（下記写真参照）。 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

アラムシロガイ 

 

内湾の干潟域に生息する巻貝であ

る。死んだ生物の肉を食べる（腐肉

食性）ことから、『海の掃除屋』等と

呼ばれている。 

 

スズキ 

東京湾を代表する魚種で、東京湾

は全国有数のスズキの産地であ

る。ハゼ科稚魚や甲殻類を食べな

がら急速に成長し、1 年で 20 ㎝程

度になる。成長に伴いセイゴ、フッ

コ、スズキと呼ばれる出世魚。 

 

東京湾を代表する魚の一つ。内湾

や河口域の砂泥底に生息する。稚

魚は、初夏から秋にかけゴカイや甲

殻類を食べて成長し、徐々に深い場

所へと移動する。 

マハゼ 

調査地点の様子 

アカエイ 

●主な出現種等 

東京湾で最も普通にみられるエイの

仲間である。尾部の毒針は大変危

険。採取された個体の全長は 113cm

で、胎盤長は 58cm であった。性別

はメスで、抱卵していた（アカエイは

胎生で、卵ではなく子供を生む）。 

砂泥干潟や浅瀬の海底に潜り、細い

糸のような鰓と触手を水中に伸ばし

ていることが多い。名前の由来は鰓

と触手を水引（祝儀袋等に用いられ

る飾り）に見立てたもの。 

城南大橋西詰めにある干潟。 

北側には東京港野鳥公園がある。 

ミズヒキゴカイ 

調査の様子 

トウゴロウイワシ 

体長 15cm 程になる。夏から秋にか

けて、体長 5～10mm 程の仔魚が東

京湾の湾全域に出現する。成魚は

湾央から外湾にかけての沿岸で普

通にみられる。 

トラフグ 
アラムシロガイ 

エビジャコ 

トウゴロウイワシ 

スズキ 

※写真のスケール 1 目盛：1mm 

マハゼが主体。ボラ、ヒメハゼ、
スズキ等が混じる。 



 

 

お台場海浜公園 採取試料 

  

   

   

   

      

  

    

  

 

 

 

  

  

  

 

 

  

  

    

   

 

スズキ 

＊解説は城南大橋を参照。 

お台場と城南大橋で、8cm 程の個

体が採取された。生まれてから半年

前後の個体だと考えられる。 

ボラ 

内湾の干潟域では最も個体数が多

い。比較的表層を遊泳し、飛び跳

ねる姿が多くみられる。干潟域には

早春から夏にかけて滞在し、徐々に

成長する。スズキ同様に出世魚であ

る。 

調査地点の様子 

水際数メートルで急に深くなる人工

の渚。レインボーブリッジのたもとに

ある。 
●主な出現種等 

全長 75cm 程になる大型のふぐ。

産卵期は春で、孵化した仔魚は

河口、干潟域に接岸し、底生生

物を食べて成長する。外敵に襲

われたときには、空気を飲み込ん

で右上写真のように膨らむ。 

河口付近の干潟域で稚仔魚が 3

～5月に大量発生する。稚魚が成

長するにつれて河川下流域に移

動する。早春にアナジャコ等の甲

殻類の巣に産卵する。 

エビジャコ属 トラフグ ビリンゴ 

調査の様子 

全長 9cm 程になる。内湾や干潟域

の砂底や砂泥底に生息する。危険

を察知すると砂に潜る習性があり、

体の模様も砂や砂利の色にそっくり

である。 

 

ボラ、ビリンゴ、 
マハゼが混じる。 

内湾の砂泥底に生息し、普段は

ごく浅く潜って隠れている。体色

は周囲の環境に合わせて変化す

る。小さな体のわりに獰猛で、魚

類の稚魚等を捕食することが知

られている。 

 

エビジャコ 

ビリンゴ 

トラフグ 

ヒメハゼ 

※写真のスケール 1 目盛：1mm 

トラフグ 

ボラ 



 

 

葛西人工渚 採取試料 
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調査地点の様子 

東京湾奥にある広大な人工干潟。 

野鳥等保護区域のため、一般の立

ち入りが禁止されている。 

●主な出現種等 

＊解説はお台場海浜公園を参

照。 

5 月調査同様に、今回も全調査

地点で確認されたが、その個体

数は 5 月よりも少なかった。 

 

 

河口付近の干潟域で稚仔魚が 3～

5 月に大量発生する。今回は 2～

3.5cm 程の大きさの個体が採取さ

れた。早春にアナジャコ等の甲殻

類の巣に産卵する。 

 

ボラ マハゼ 

トラフグ 

＊解説はお台場海浜公園を参照。 

本調査地点では、全長 1cm 程の稚

魚も確認された。本調査で確認さ

れたのは、平成 26 年、28 年に続

き、これで 3 回目。 

 

調査の様子 

ニホンイサザアミ 

エドハゼが主体。 
コノシロ、ボラ等が混じる。 

汽水域に生息するアミの仲間（エビ

の仲間ではない）。河口域で春に

大量発生し、魚類等の餌として重

要である。 

東京湾を代表する魚の一つで、

内湾や河口域に生息する。産卵

期は春から初夏で、孵化した仔

魚は内湾の干潟域等の浅所でも

みられる。 

 

シラタエビ 

 

汽水域に生息し、スジエビ類より

も大型で、体長 7cm 程になる。触

覚が青く、額角（がっかく：頭の上

面のトゲ）がトサカ状に盛り上が

る。採取した個体はメスで、抱卵し

ていた。 

コノシロ 

※写真のスケール 1 目盛：1mm 

ニホンイサザアミ 

シラタエビ 

コノシロ 

ボラ 

マハゼ 

額角 

 

エドハゼ 


